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本
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 現

に従

用し

損傷

す．

はじめに 

高度経済成長

年を経過し，

に市町村が管

なっている．

年度に『橋梁

施行しており

川県及び県内

ここでは，計

関する損傷情

Sを活用した

について報告

研究内容 

 対象橋梁 

本研究では，

東かがわ市

三木町，綾

梁のうち，損

について損傷

り詳細に損傷

と使用環境の

の東かがわ市

みつつある c

断された橋梁

ついて損傷橋

香川県内損傷

橋梁 327 橋を

に及ぼす影響

管理橋梁 94

2 研究方法 

現在香川県及

従って損傷の

している『道

傷評価の見直

そして，そ

香川

長期に建設さ

，老朽化に伴

管理する橋梁

橋梁の老朽

梁長寿命化修

り，私達の研

内 10 市町の計

計画策定の過

情報をデータ

た損傷橋梁マ

告する． 

まず，香川

市，丸亀市，

綾川町，琴平

損傷が顕著で

傷橋梁データ

傷分析を行う

の異なる 3 市

市，山間部の

c ランク橋梁

梁（c’ランク

橋梁データベ

傷橋梁の供用

を対象とし，

響を分析する

橋を対象と

及び県内市町

の評価を行っ

道路橋マネジ

直しを行った

その評価結果

川県内損傷橋

香川

された多くの

伴う損傷事故

梁の老朽化対

朽化対策とし

修繕計画策定

研究室では平

計画策定に協

過程で得られ

タベース化す

マップの作成

川県及び県内

坂出市，さ

平町，小豆島

である d，e ラ

タベースを作

ために，香

市町（都市部

の綾川町）に

梁のうち損傷

ク橋梁）を加

ベースを作成

用年数と分布

市町村の使

る際は使用環

した． 

町では，『橋梁

っているが，

ジメントの手

た．損傷評価方

果を基に損傷

橋梁に関す

高専専攻科

NEXCO 西

橋梁が供用年

が発生するな

策が喫緊の課

て，国では平

事業費補助制

成 22 年度か

協力してきた

た香川県内橋

するとともに

及び損傷分析

10 市町（高

ぬき市，観音

町）が管理す

ランク橋梁 2

成した．そし

川県全土木事

の高松市，沿

ついて，劣化

が顕著である

加えた計 327

した． 

を分析する際

用環境が損傷

境の異なる

点検マニュア

国土交通省の

引き』を基に

方法を表-1に

橋梁データベ

する GIS を

科 学生会員

西日本 正会

年数

なか，

課題

平成

制度』

から

た． 

橋梁

に，

析結

高松

音寺

する

213

して，

事務

沿岸

化が

ると

7 橋

際は

傷要

3 市

アル』

の採

に，

に示

ベー

スを

プを
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橋

報

年）

力し

選択

を表

示す

 

損

コ

を活用した

員 ○小林由

会員 赤松紋

を作成すると

を作成し，損

GIS を活用

橋梁損傷デー

（橋梁名，位

と橋梁の損

した．そして

択した橋梁の

表示すること

す． 

損傷区分 損

a

b

c 劣化
d
e

ボル

漏

剥

支承部 支

鋼桁

コンクリート
桁

たﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの

由佳 香川県

紋奈 香川高

とともに，GI

損傷状況の分

表-1 損傷

した損傷橋梁

ータベースを

位置，路線名

損傷状況に関

て，損傷橋梁

のデータベー

とが可能であ

表-2 

図-1 GIS 情

損傷区分の内

健全

ほぼ健全

化が進みつつ
劣化損傷　
劣化損傷　

腐食

亀裂

ルトのゆるみ・脱落

ひびわれ

漏水・遊離石灰

剥離・鉄筋露出

支承の機能障害

の作成と損

県庁 非会員

高専 正会員

IS を活用し

分析を行った

傷評価方法 

 

梁マップの作

を作成する際

名，橋長，幅

関する情報（表

梁マップは，

ース入力情報

ある．情報の表

入力項目 

情報表示例 

内容 今

次

全 一部予

つある 予防
中 修
大 修

落

損

コンクリート
床版

コンクリート
下部工

損

損傷分析 

員 栗林良佑

員 太田貞次

て損傷橋梁マ

． 

作成 

に，橋梁基本

員，橋種，建

表-2参照）を

ワンクリック

や現地調査台

表示例を図-

今後の対応

次回点検

予防保全開

防保全開始
修繕を実施
修繕を実施

床版ひびわれ

漏水・遊離石灰

剥離・鉄筋露出

ひびわれ

漏水・遊離石灰

剥離・鉄筋露出

損傷要因

損傷ランク

 

佑 

次 

 

マッ

 

本情

建設

を入

クで

台帳

1に

 

 

始

れ

灰

出

灰

出
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4.2

3

環境

A

す．

その

メン

設さ

田万

で反

の割

中

示す

がわ

年未

化は

年未

こと

さが

挙げ

塩

す．

おり

日本

リー

が利

分量

梁の

らコ

損傷

損傷橋梁マ

 香川県内橋

香川県内橋梁

損傷橋梁の分

傷橋梁は県全

設年次の分か

25年以上50

ている．また

の 5.0％）存在

に著しい損傷

較的早期に著

2 使用環境の

3 市町管理橋

境が損傷に及

ASR による建

図-3より A

の 85％が 19

ントや反応性

されているこ

万ダムの建設

反応性骨材が

割合が高くな

中性化による

す．図-4より

わ市に多く，

未満の橋梁に

は長い年月を

未満の橋梁に

とは，コンク

が確保されて

げられる． 

塩害による建

図-5より塩

り，沿岸部の

本では，1966

ート中の骨材

利用され始め

量が規制され

の 64％がこの

コンクリート

傷が著しく進

ップを用いた

橋梁の損傷分

梁を対象とし

分布を図-2に

全域に分布し

かる橋梁 301

0年未満の橋

，供用年数 2

在している．

傷が出ている

著しい損傷が

の異なる 3 市

橋梁の損傷橋

及ぼす影響に

建設年別の損

ASR による

964 年～198

性骨材が多く

ことが分かる

設用道路とし

が利用された

なったと考え

る建設年別の

り中性化によ

中性化によ

に多く発生し

をかけて進行

に中性化によ

クリートの締

ていなかった

建設年別の損

塩害による損

の東かがわ市

6 年に川砂利

材として塩分

めた．それが

れた 1978 年

の期間中に建

ト中の塩分濃

進展したと考

た分析 

分析 

した，建設年

に示す．図-2

していること

1 橋のうち 1

橋梁であり全体

25 年未満の橋

供用年数が

ることから，

が発生したこ

市町管理橋梁

梁マップを使

について分析

損傷橋梁の分

損傷橋梁は綾

6 年（アルカ

使用されて

る．綾川町で

して建設され

たため，ASR

えられる． 

の損傷橋梁の

よる損傷橋梁

る顕著な損傷

していること

行するので，

よる顕著な損

締固め不足や

た等の施行不

損傷橋梁の分

損傷橋梁は沿

市に最も多い

利の採取が規

分除去が不十

が改善された

である．塩害

建設されてお

濃度が高い状

考えられる． 

別の補修補強

より，香川県

が分かる．ま

76 橋が，供用

体の58.5％を

橋梁も 15 橋

が 25 年未満の

施工不良によ

とが考えられ

の損傷比較

使用して，使

した． 

分布を図-3に

綾川町に多く

カリ量の多い

いた期間）に

は，この期間

た橋梁に相次

による損傷橋

の分布を図-4

は高松市と東

傷が供用年数

が分かる．中

供用年数が

傷が生じてい

十分なかぶ

良が原因とし

布を図-5に

岸部に集中し

ことが分かる

規制され，コン

分なままの海

のは海砂中の

害による損傷

おり，建設当初

態であったた

強対

県内

また，

用年

を占

橋（全

の橋

より

れる． 

使用

に示

く，

いセ

に建

間に

次い

橋梁

4 に

東か

数 50

中性

が 50

いる

り厚

して

示

して

る．

ンク

海砂

の塩

傷橋

初か

ため

図

5．

 本

①香

良

②使

高

東

橋

い

く

図-2

図-3 ASR

図-4 中性化

図-5 塩害

結論 

本研究にて得

香川県内損傷

良により比較

使用環境の異

高松市には施

東かがわ市に

橋梁が多く，

いという傾向

く異なるとい

建設年別の

による損傷橋

化による損傷

による損傷橋

得られた知見

傷橋梁は県全

較的早期に顕

異なる 3 市町

施工不良によ

には施工不良

綾川町には

向があり，地

いう結果が得

の損傷橋梁の

橋梁の分布

傷橋梁の分布

橋梁の分布

 

見を以下に示

全域に分布し

顕著な損傷が

町の管理する

よる中性化の

良による中性

は ASR によ

地域によって

得られた．

分布 

（建設年別）

（供用年数）

（建設年別）

す． 

ており，施工

発生している

る橋梁におい

損傷橋梁が多

化と塩害の損

る損傷橋梁が

損傷傾向が大

 

 

 

） 

 

 

工不

る． 

いて，

多く，

損傷

が多

大き
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